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例 言

l. 本書は，千葉県八千代市村上台1918-2(字黒沢台）に所在する塚の発掘調杏報告書で

ある。

2. 報告書の執筆・製図は，主として村田かあたった。

3. 報告書にトレンチはTと略した。
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八千代市都市計画道路3・4・I号線のうち，村上地区の土木工事に伴ない黒沢台にあ

る高塚一基が工事路線上に若干ヵ'>り，作業の過程で約半分は削平されることが予想された。

この塚から前方の道路を越えた北方12mのところに 3基の塚かあり，さらにこれより西

方に 4基か群集し，全体としてこの 8基で一つの群となっていたと思われる。地区名とし

ては道路北方の 7基か旧小字込の内に属し，道路南方の一基か旧小字黒沢台に属している。

このうち込の内の 7基は日本住宅公団村上団地の敷地内となったところから昭和48年に千

葉県都市公杜文化財事務所によって発掘調査されたか，公園敷地外とあって黒沢台の一基

は調壺対象とならなかったものである。旧小字黒沢台には，この塚南南西350mのところに

14基を一群とした塚か知られており，このうち最大の規模を持つ一基を，昭和47年に千葉

県教育委員会で調在し，さらに昭和48年には前記込の内の塚の発掘調壺に先だって，ここ

の7基か調在された。こうして周辺の関連する塚かよろこばしいことではないか記録保存

された中にあって，本塚だけを無調査のまま都市計画道路とすることは，文化財行政面か

らみて，好ましからぬ前例を残すことになると考えた市当局は，都市計画課，教育委貝会

等の関係部課と協議の結呆，記録保存のための発掘調査を行なうこととした。なお本塚は

込の内の住宅公団内の塚と一群のものであるため，千葉県都市公杜文化財調査事務所から

調在員の派遣を，県文化課に斡旋して頂けるならば一貰した調査となり，最も望ましい結

果となるとの市文化財審議会の慈1(1]もあり，市教育委貝会は県文化課に主旨を述べお力添

えを顧ったか，調在員の少ない昨今，スケジュール的に同調査員による調査は望めず，市

独自に調査を行なうこととして，市文化財審議会に発掘調壺団の編成を依頼した。この結

果，組織された上高野原古墳発掘調森団によって， 3月21日から 3月31日まで10日間にわ

たる調壺を行なうこととなった。この調査は，現況すでに裾部を荒された一基の塚にそそ

ぐ市当局の文化財軍視の熱紅の表われであり，市民の中にこれを望む風潮の裔まりに応え

たものと言えるであろう。

調壺団長 増田誠蔵
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2. 遺跡をとりまく環境

八千代市は南北に貰通する新川をはさんで東西に地域は分れるが，村上供養塚はその東

半分の標高27-8 mの台地にあり，京成電鉄線勝田台駅より北方1.3kmに位置する。塚の

東北方には工業団地があり，北方から西方にかけては日本住宅公団用地である。南は黒沢

池の谷か奥深く侵入し北側にも谷が西から入り最奥部の通称ポンポン清水に面している。

つまり印方薔沼に注ぐ新川沿いの大きな谷と隣接の佐倉市との境をなす上高野川が束から樹

枝状に台地をきざみ無数の支谷を形成する台地上である。塚の北側を通過する道は村上の

辺田前から上高野をぬけ佐倉市井野へ抜ける古道である。したかってこの塚の存在は山林

と畑地の中にあって通行人の目印ともなっていたであろう。

村上の地は和名抄に見える「村神郷」と考えられ，古い七百余所神杜や，正覚院には県

指定文化財の木追釈迦如来立像などもあり，古くから開けていた所である。したかって，

この台地一帯か古代の遺跡群である。日本住宅公団用地内については，千葉県都市公社文

化財調脊事務所やその他によって発掘調壺がなされ，主として弥生時代及び古墳時代の遺

跡が多数明らかにされている。またこの塚の南側には纏文～古墳時代の住居址か埋蔵され

ていると思われる。これら周囲には約10ヵ所の遺跡が登録されている。そのうち本遺跡は

千葉県記念物所在地図所載のNo.277上高野原古墳である。

当初塚の数は古墳を含み17基と数えられたかその後の調壺でこの地域には 2グループに

わたって計22基か塚として確認されている。それを村上第 1塚群と村上第 2塚群とに分け

た。第 1塚群は台地の西南に位置し第 2図の如く 14基を数え，第 2塚群は本遺跡を含む地

域で第 3図の如く古道に沿って 8基を数える。このうち，現在までに第 1塚群のNo.2・6 

-14と第 2塚群の 1-4までは発掘調壺かなされており実態がある程度判明している。そ

の内容についてはまとめでふれることとするか，同グループにあって本遺跡ときわめて関

連深い。

以上本遺跡をとりまく環境を簡単にのべてきたか，第 1 . 第 2塚群計22基について伝承

や記録がない。それはこの種の塚にありかちなことである。またどの塚にも石塔のたぐい

は全く見られす，土地の人も知らないとのことである。本遺跡は発掘調査の結果古墳では

なく近世の供養塚であることが判明したことと，また本遺跡の所在が上高野原地点にはな

いことから村上供養塚と称し，その調査結果を報告することとする。
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3. 調査経過

この調査経過は発掘調査日誌より抜幸したものである。

3月9日と15日の 2回にわたり，調壺に先立ち，全景撮影や遺跡の清掃か市教育委員会

杜会教育課の担当者により行なわれた。

3月208 (水）晴

市教育委貝会にて 調査団と市教育委貝会社会教育課の担当者により発掘調査の最終打

ち合わせを行なった。

3月218-23日

発掘現場に調査器材を搬入し，収納庫やローリングタワーを仮設し調査準備を完了した。

3月248 (8) 睛・強風

塚全景の写真撮影を行なった後に塚の南方にかけてグリッドを設定した。都市計画街路

3・4・1号線のセンターポイントNo.194と195の直線を基準に 2m四方に杭を打った。こ

れは住居址か検出されることか予想されたからである。

平行して平面実測を行なった。墳頂部を 0とし20cmのコンターラインをとると 3m20cm 

まで測れた。塚は北・東・南側ともすでに削平されていたか，西側の辺とコーナーの一部

か残存していたので平面図上に塚は方形であることが現出された。削平された部分はごみ

すて場となっていたので攪乱かはげしい。

残存している西側底辺部に対してはば直角に平担部をなす上部を貫通する形で東側方向

ヘATを設定した。 AT上部から北方へ50cmののりを残して BTを，さらに反対側南方へ

DTを設定した。また西南及び東南コーナーと思われる地点に各CT, ETを設定した。

つまり， A・B・DTは主体部を検出するためであり C・ETは周溝をより明らかにする

ねらいである。

3月258 (月） くもり

作業貝と八千代高史学会を動員し ATの両端から発掘を開始した。盛士はやわらかい。

ワンスコップずつ階段状に発掘作業を進めた。 ATとDTの接合部を拡張していった。

3月268(火） くもり

ATの掘り下げ作業を続行する。 BTの発掘に先だって大ぎな木根をとる。 BTの上部

から深さ 1mの地点，黒褐色土層がはじまる部分から銅銭の腐蝕塊を検出した。これを B

-1とした。続いてすぐ近くから同じ銅銭塊が検出された (B-2)。その付近を拡張して

- 7 -



みたが銅銭は連続してはいなかった。

ATはだんだん深くなったので断面図をとる都合上特に北面する壁面の整備を指示した。

AT上部から深さ 2m 44cm (A -1) と2m (A-2)の地点から BTと同じ銅銭塊を検

出した。

3月278 (水） 雨のち雪

悪天候のため作業は休止。

3月28B (木） 晴れたり曇ったり

前日の雪のためにあたり一面は白一色となっていた。

A・BTの掘り下げを続行した。銅銭が出土した位濫はA・Bともとくに土層の変化は認

められない。古墳ではなく信仰上の塚であるという感を決定的にした。

10時30分，八千代市郷土歴史研究会のメンバー10数名か到着した。発掘調査の現地勉強

会である。収納庫に模造紙をはりつけ，調壺主任か説明を行なった。次いで発掘作業に参

加し全員は寒風の中をよく土と奮闘した。

それらの風景を市政映画「八千代の文化」用に毎日映画社か撮影を行なった。

3月298 (金）晴

BT掘り下げ続行。 C・D・ETの発掘を開始した。 ATの上部から深さ 3mをすぎて

間もなく，あぢやかな赤褐色をした小皿状の土器が次々と 5ヵ所 (A-3-7)から検出

された。この部分を残してATをロームまで掘り下げた。このあたりから土層中に粘土や

鉄分が多く含まれるようになった。小lIIlの出土位置を記録し残した部分を注意深くとり除

いた。すると A-5と命名した出土位置の近くで， ATの北壁に玉石かつぼの一部と思わ

れる部分が表われた。慎重にその周囲を検出すると白い木粉が多量に土層に混入していて

土がやわらかいこと，ポイント棒を突ぎさすともう一つ固いものがひそんでいることか判

明した。つばが2個存在していると判断した。またこの部分を残し， ATの断面図をとる

ことにした。

CTから塚のコーナーを検出したが，各Tとも周溝は認められなかった。

3月30B (B) 晴

BT掘り下げ続行。 CTの発掘が完了したので記録した。 ATの記録をすませてから主

体部であるつばの検出にとりかかった。まず， A・BTののりをとらねばならないので，

そのためATに土が落ちないようにトタンを張り棒でつっかいをして作業を進めた。

のりの部分をとり除いてつばの上部にかかったか，粘土や鉄分を多く含む褐色層のみで

- 8 -



特に変化はない。やがてやわらかい土層となりつぼ2個が検出された。周囲には白い木粉

が混入し， ATと同様な小皿が5枚と銅銭塊を併出した。つぼの中には盛土の圧力で半分

ぐらい土が落ちこんでいた。土をとり除くと底部に古銭が多数入っていた。主体部の位置

は塚の中心部であった。

3月318(8) 晴

ATの主体部の記録と遺物のとり上げを行なった。すべての残りの記録をすませ，諸器

材をかたづけ，調査はすべて完了した。
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4. 遺構

塚は 1辺約16mの方形を呈し，塚の上部は平担部をもち最も高い所で標高31m3 cmであ

る。周溝は認められず乎担な台地に堂々と築かれている。塚の周囲の土が削平されていな

かったならばきわめて整った姿を見ることができたであろう。

塚の盛土状態は断面図で示すとおり，特異である。 4層から 6層の三つの層は褐色土層

を中心とし地元でハニとよばれる鉄分を多く含む部分 (A) と粘土を多く含む部分 (B)

と両方の要素をもつ部分 (C)に分けられる。要するに黒土層（旧表土）の上にこの三つ

の層を主体として塚の内部は構成されている。その間にロームブロック塊か混入している

以外は層序間の区別はきわめて不明瞭であった。

したかって通常の場合，盛土は中心部に向って水平か斜状に堆積されるか，この場合

はこの三つの層で当初から主部を形成しその後周囲の土を盛り上げて四角垂状に整形した

ものと思われる。また盛土層中からは土器片及び石片各 1個を発見したのみであった。

主体部は黒色土層をとりのぞきローム層の上の褐色土層に埋め込んだ状態であり，特に

土琺らしき遺構もない。

なお4,5,6層は，いわゆる常総粘土層やそれと接する武蔵野ローム層と思われる。
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5. 遺物

遺物の出士状態は平面に表わすと図第10図のとおりである。出土位置によってATはA,

BTはB, 塚の中心部から出士したものについては主体部と表現した。

主体部はつば 2個と内部に銅銭が，そしてつぼに付着するように小皿か 5枚と及び銅銭

塊が出上した。つばの周囲に白い木粉が土層に拡散していたがこれはつは‘のふた板と思わ

れる。それがためつぼの上部，特に口唇部におびただしく付着していた。またつぼの下部

から底部にかけては木粉か認められなかった。

ATからは銅銭かニヵ所から，小皿が五ヵ所から出土した。

BTからは銅銭がニヵ所から出土した。

① つぼ

主体部 1 白褐色を呈し素焼で風化が激しく器面は内外ともはげ，胎土はもろく長石や

石英の細粒を含んでいる。口緑部径12cm, 底部径13.2cm器高は19.lcmである。底部は平底

で，箆で時計回りの方向にくるりとたてに底部整形を行ない，口縁部は復合口縁でふちが

だらりとさかっている。器形は胴部かゆるやかに張り最大径をなし，整っている。

主体部 2 胎土は灰色で長石や石英の大きな砂粒を含み，焼成良好で茶褐色を呈し光沢

かある。肩部から上半には自然釉がかかり青緑色をもつ。口縁部径13.5cm, 底部径12cm,

器高19.1cmである。底部は平底だか風化かいちじるしくまたはりつけの痕跡をもつ。肩部

にかけてゆるやかに立ち上り頸部に至り，口緑部は外反している。内面は頸部と下半から

底部にかけて自然釉かかかり，内面全体に輪積みをした後にろくろで指頭によって整形し

たような痕跡が認められる。底部は円形だが肩部から口縁部は小判形を呈し裏面には大き

な傷跡かあるか素朴な常滑式の土器である。

② 小皿状土器

小皿10点はいわゆるかわらけというような皿でいずれも同じようなタイプであるか特徴

を一覧にすると次表のとおりである。

図No 出土No. 色調
大ぎさ cm 

底部整形 底部内面 その他 共通点
ロ縁部底部器高

ろくろぎり 反時計回り 0 胎土は将通

I 主ー 3 赤褐色 9.3 4.1 3.1 少し〈ばむ
の方向に指 金雲母，長

頭整形痕あり 石細粒を含

む‘

2 主ー 4 ＂ 
9.7 4.4 3.3 糸切り ＂ 

0 焼成は普通

0 器形は小皿

主― 5 白褐色
主ー4の中に

0 整形はろく
3 6 2.6 2 でこぼこ ＂ 

重なって出
土 ろにてへら

糸切り
で横なで

4 主一 6 ＂ 
8.4 4.5 2.9 

多少くばみ
II 

0 口唇部調整
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図No. 出土No. 色調
大きさ cm

底部整形 底部内面 その他 共通点
ロ縁部底部器蝸

／ 糸切り 反時計回り
主ー 7 赤褐色 ？ 3.6 3.3 の方向に指

多少〈ほみ 頭整形痕あり 0胎土は普通

／ A-3 ＂ 6.0 3.5 2.0 糸切り ＂ 
金雲母，長

石細粒を含

I/ 無雑作 む
A-4 白褐色 7.2 4.4 3.2 

に糸切り
II 半壊

0焼成は普通

器形
0器形は小皿

5 A~s 赤褐色 6.1 2.9 2 2 糸切り ＂ 0整形はろく
ゆかみ

ろにてへら

I/ A-6 ＂ 6.2 3.7 2.1 ＂ ＂ 半壊 で横なで

0口唇部調整

6- A-7 6.5 3.6 1. 7 糸切り 方向不明
口縁

II 
ゆかみ

③ 銅銭

主体部の 1・2の中に埋納されていた以外はいずれも土層中の鉱物のために腐触かはげ

しい。出土数は次表のとおりである。

出土数 種 類

（合計293枚） 寛永通宝 そ の 他

崇祐元宝l永楽通宝至和(10元:14年宝） （北宋銭） 順産）

主体部 1 91枚 86枚 5枚元祐(10元54年宝） 

元祐(10元93年宝） 

(1093年）

＂ 2 
150 147 3 聖宋元宝 洪武通宝｝田産

(1101年） （北宋銭）洪武通宝加冶木銭

＂ 8 
12 12 （ワラか付着している）

A I 5 ? 5 ? 

＂ 2 
12 7 12 ? （ワラか付着している）

B I 17 17 （麻ひもの痕跡あり）

II 2 6 6 

A 1・2地点出土の銅銭は腐蝕かはげしいため判読し推計した。ワラか付着しているの

は銅銭をくるんだのてあろうか。つぼの中の寛永通宝は土層中の鉄分のためすべて密着し

た状態でありひもは通していなかった。

寛永通宝は，寛永13(1636)年から明暦 2 (1656)年まで，いわゆる寛文の文銭か鋳造

各れる以前に発行されたところのいわゆる古寛永のみてある。代表的なものを拓影にした

がお蔵銭・芝銭・ 坂本銭など数種類が含まれている。

外国銭のうち永楽通宝と洪武通宝は国産である。とくに洪武通宝は裏面に「治」の字を

もち島津氏か対明貿易のために安土桃山時代から寛永12-3年頃まで現在の鹿児畠県加治

木市で銭造させたものである。加治木銭あるいは加治木洪武といわれている。
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6. まとめ

村上供養塚は一辺約16mの方形プランをもつ民間信仰上の供養塚である。塚を構築する

のは当然のことながらある機能を満たすためであり，宗教・民間信仰と関係し，塚を作る

ことは何らかの宗教的倫理を表現しているといえる。ところで塚の形には円形・方形など

が多く，種類は宗教的なものに限っていえば，一般的に経塚・狐塚・八幡塚・天神塚・庚

申塚・十三塚・梵天塚・山伏塚・行人塚・千人塚・一里塚その他伝説上の塚など無数にある。

八千代市内の古墳以外と思われる塚の例は次表のとおりである。まだ全ぼうはつかめて

いないか行人塚などか多い。

I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 
合

村 仲 神
大
下 笹 尾 古向 桑 麦 神 小 真 逆 芯g 

和
所在 田 吉向 丸 久 木

上 山 野
新
野 塚 崎 本 納 台 保 池 野 水 田

計

田

数 22 10 38 7 4 4 6 4 7 2 7 2 1 1 1 116 

備 行 庚 庚 行 行

人 申 由 人 人

考 塚 塚 塚 塚 塚

村上供養塚は，塚に関しての古文書や伝説などはなく石碑の類もないので不明な点が多

い。いかなる性質の塚であろうか。

村上第 1塚群及び第 2塚群の内容や関係についてはいずれ千葉県都市公社から報告書が

出されるのでそれを待っこととし，ここでは若干の比定をしてみたい。

村上供養塚は村上第 2塚群の中にあって， No.2と形状は同じだが周辺と比較するといろ

いろな点で異なる。第 2塚群 (No.1 -4まで）は千葉県都市公杜文化財事務所によって発
(1) 

掘調査がなされたが実見したところによると， No.2はまず盛土の状態は通常の塚の形であ

り，周囲の土を盛り上げたものであった。遺物は銅銭のみであった。 No.1はほんの小さな

塚だか内部の落ち込みから銅銭多数と小皿・珠子王などが検出された。これらの遺物は単

なる落ち込みに集中的に埋納されており，壺などはなかった。銅銭は文銭が多かつたよう

である。

また村上第1塚群のNo.2は大塚で高さ4.5m各辺17-18.Smの方形を呈し遺物は銅銭など

か出土している。そのうち村上供養塚と一致する古銭は元祐通宝である。これは中世以降

- 24 -



の塚であるかは判明していない。さらにNo.2と逍をへだてた東側のNo.6から14までも調査
(2) 

されたか何らかの供養塚であろうといわれている。

また白井町の大塚という逍跡か千策県都市公杜文化財調査事務所によって調在されたか
(3) 

この場合，塚は一辺約20mの方形を呈し，高さ 5mで，中心部から常滑のつぼか検出され

銅銭（北宋・明銭）と皿 8枚などか内部に埋納されていた。つは‘の位罹は旧表土の上であ

り，盛土も通常の塚のごとく固囲の土を中心部に向って一様に堆積させている。皿は黒っ

ばく整形はよい。

このようにみてくると村上供養塚の例はめすらしいといえる。ます築造方式だか，周囲

の土をはとんど使わす，別なところから運び前述のように 4・5・6屑で塚の中核を形成

している。これは韮壇とはいえない屑序である。枯土やハニといわれる部分はローム層下

の粘土部分に鉄分か沈澱した層であり，関東ローム層の台地辺緑でよく見られるものであ

る。村上の場合南側の黒沢池に面した台地の加に見ることかでぎる。おそらくわさ｀わざこ

のようなかけから運んて大変な信仰的エネルギーを費やし構築したのてあろう。

さらに遺物の出土のしかたか不規則である。通常の場合この種の塚は，盛土中に銅銭を

投げ入れた形か多い。村上供養塚の場合は通常の要素の他につはを 2個を中心とした埋納

か行なわれているといえる。おそらく何かの供養のためにこの地を選ひ，表土を部分的に

とりのぞきつばを 2個安附して，各メンバーから集めた銭を埋納し，ふたをして，小皿で

御神酒をくみかわしてからつは‘‘の周囲にその皿を供献し土をよせたもの と主体部の状

態から推測される。そしてAT出土の小皿は出土の高さか主体部より少し高いことと位置

かつは‘‘の西南側にあるから，つは‘‘の上部まで土をかけてから再度儀式か行なわれた狼跡で

はなかろうか。小皿状の土器は儀式用の供献皿てあったろう。さて儀式か一段落すると例

の4-6層か特別に桔まれその間銅銭か投けこまれやかて方形に塚は形成されていったも

のであろう。そして方形の外周は没い溝でとりまいたであろう。

以上推測をのべてきたか塚について「北越北線埋蔵文化財発掘調査報告書」（新潟県教育

委員会 1974)の第VI章川治H塚第 6号塚の稿において，円形プランで断面か半円形を

なす塚，方形プランで断面か台形をなす塚など塚の分類かなされているのは大変興味深い。

これらとどのように閃連するのかは類例か少ないので考察は至難である。

村上供養塚については民間信仰上の供養塚と考えられるか他の多くの要素も考えられる

し，的確な結論は出し難い。他の多くの類例を待ちたい。村上供養塚の築造年代は出土し

た寛永通宝か古寛永のみであることからすれば17世紀中葉と考えられる。また出土した加
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治木洪式は往時の流通経済を示す参考資料ともなり得るであろうか，当時は加治木洪式よ

りも明の本銭（輸入銭）の方が量的に圧倒的に多かったことからすれば，本銭が出土する

可能性は大きいと考えられるか，本遺跡には見られないことは疑問の一つである。
(4) 

以上村上供養塚について報告の一端をのべてぎたか，最後に発掘調杏にあたって八千代

市教育委貝会・八千代市都市計画課をはじめとして多くの方におせわになり，また御教示

をしてくださった諸兄に対し心から感謝申し上げる次第である。

（調在主任） 村田一男

注(1) 千菓県都市公社文化財事務所調査課第 2係の諸兄に御教ホをいただいた。

(2) 八千代市村上所在占珀発掘調査概報 千菓県教育委貝会 昭和47年 3月による。

(3) 千莱県都市公社文化財事務所•調在諜第 1 係の諸兄に御教示をいただいた。

(4) 銅銭についてはf葉県総務部文魯課の多田圧行氏に御教示をいただいた。
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図版第 1

(1) 発掘前風景

(2) 西方から見た塚

(3) 北方から見た塚



図版第 2

(1) 北方から

(2) 村上第 2 塚 群風景

(3) 発掘風景



図版第 3

(1) A T 土層断面

(2) A T 記 録 風景

(3) B T 銅銭出土状態



図版第 4

(1) A T 土器出土状況

(2) ATの土器と 主体部の壺か露出したところ



図版第 5

(1) 主体部

No. 1・2・ 及び 8の銅銭

(2) 主体南方から BTをのぞむ

(3) 主体部土器出土状況



図版第 6

(1) 主体部

No. 1 

(2) 主体部

No. 2 



図版第 7

A T 出土土器

A - 3 

A - 4 

A - 5 A - 6 

A - 7 



図版第 8

主 体部出土土器
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図版第 9

(1) 主体部No.1より出土の究永
通宝

(2) 主体部No.2より出上の寛永
通宝



図版第 10 

(1) 上段は主体部No.1より出土の北宋及び明銭

下段は主体部No.2より出土の北宋及び明銭

(2) 単独出土の寛永通宝
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